
【中 1 親子ホームルーム 保護者感想】 
 
 

 親子ホームルームでは、自分の子どもではない生徒と話し合うということで、とて

も新鮮な気持ちでお話ができました。それによって、お腹にいた時や、出産の時の

気持ちを素直に思い出すことができたと思います。学級懇談会でみなさんがおっ

しゃっていたように、難しい年頃になり、親子でぶつかることも多くなりましたが、今

回のホームルームで気持ちがクリアになったように思います。このような機会をい

ただき、ありがとうございました。 

 

 親子ホームルームでは貴重な話をたくさん伺うことができてよかったです。司会者の生

徒さんも、面識のない大人に囲まれて緊張したと思いますが、テキパキと進行していてとて

も立派でした。みなさんが親御さんに大切に育てられていたことを感じられ、改めて命の大切さ

に気づいたと思います。このことが、クラスの仲間を大切にする気持ちにつながってくれればよ

いと思います。 

 

 いのちの授業を通して、母親に対し、今子どもたちが感じている素直な気持ちが聞けてよかったです。私自身

も改めて娘が生まれてからこれまでに感じてきた気持ちを振り返ることで、「ただ健康でいてくれたら…」という

願いは一つだということを思い出すことができました。 

 

 小学校の低学年の頃に、やはり同じように（このときは助産師さんを講師に招いて）“いのち”の授業を親子で

受ける機会がありました。その時も何かふんわりとしたものを感じ取っていたとは思いますが、思春期の今、改

めて学ぶことで、命の重みや自分を大切にすること、友達を大切にすることを感じ、心に刻んでくれたらいいな

と思いました。 

 

 命について考える貴重な機会となりました。あえて先生方が親子を別々のグループにした意味が分かるような

気がしました。自分だけではなく、仲間もみんな大切に産まれ育てられていること、命の大切さ、女性だからこ

そ分かること、様々な学びがありました。大人である私たちも、改めて日々元気に過ごしていけることに感謝す

る気持ちを持っていきたいと思います。 

 

 命に関する授業を通して、改めて子どもたちがお腹に宿り、産まれてきた時のことを考え、思い出させてくれま

した。子どもたちに「あなたたちはとても大切な存在」なんだということを伝えられ、とても良い機会でした。命の

重さ、大切さ、限りある時間を大切に、一生懸命生きてほしいと思いました。 

 

 グループでの話し合いは、とてもいろんな気持ちが聞けて貴重な機会でした。これから、喜んだり、悲しんだり、

苦労したり、楽しんだり、いろんなことがあると思います。いろんなことにチャレンジして頑張ってほしいと思い

ました。 

 

 親子ホームルームに参加し、子どもの命を授かってから今までの成長や思いを振り返り、見つめ直すよい機会

となりました。同じクラスの子どもたちを通してのお母様方の思いや、実際に考えや気持ちを伝え合い、かけが

えのない命の尊さや重みを感じて改めて感じました。たくさんの温かい思いに包まれた大切な命を思いっきり

生きてほしいです。 

 

 子どもたちが会をしっかりと進めてくれました。きちんとまとめよう、伝えようというまっすぐな姿勢、ひたむきさ、

素直さが本当に可愛くてたまりませんでした。友達同士、声をかけあったり、助け合ったり、支え合っている姿

にも感激しました。大人っぽさの中にもまだまだあどけなさが残っていて、中学生らしさになんだかホッとしまし

た。一人一人個性があり、ちゃんと光っていました。それぞれの良さをこのまま大切にしていってもらえれたら

いいなと感じました。こうして改めて親として、子どもたちと向き合い、我が子と大切な今、このタイミングで向

き合えたこと、お互いの思いや考え、大切な命について知る機会、考える機会を与えていただけたことに大変

感謝しています。 

 

 インタビューを受けた時は恥ずかしい気持ちもありましたが、親子でこのようなことを話す機会はないので、私

が思っていることを伝えました。親子ホームルームではどの子どもたちも愛情を受けて育ってきた話を聞き、胸

がいっぱいになりました。子どもたちにとっても、また親にとっても、貴重な機会になったことと思います。 

 



 娘が生まれて 13 年の月日が経つと同時に、たくさんの要求が増えていることに気づかされました。無事に生ま

れてきたらそれでいい…、いてくれるだけでいい…と思っていたはずでしたが、勉強がんばりなさい、部活は入

るべき等、ああして欲しい、こうして欲しい、こうなったらいいなとそんな気持ちに支配されている私(母)がいる

なと。原点に戻って、生かされていることに感謝し、この大切な生命を大切に大切に育てていこうと思いました。 

 

 自分の娘以外の子どもたちと、命について、家族について語り合えたことはとてもよかったです。また、赤ちゃん

だった頃のことも思い出すことができて良い機会でした。学級懇談会については、やはり多くの方が似たような

悩みをお持ちなんだと分かりました。自分の経験からも、中学生の頃が一番精神的にも不安定になることは承

知していますが、よく子どもの様子を観察し、見守り、何かあれば先生方にご相談させていただくつもりですの

で、どうぞ宜しくお願いいたします。 

 


